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浪江町住民意向調査 調査結果（速報版） 

復 興 庁 
福 島 県 
浪 江 町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注： 「ｎ」とは、質問に対する回答者数で、100％が何人の回答に相当するかを示すものである（次ページ以降同じ）。 

調査の概要 

１．調査対象： 15 歳以上（高校生以上）の浪江町住民 18,303 人 
２．調査時期： 平成 25 年 1 月 9 日（水）～1 月 23 日（水） 
３．調査方法： 郵送法・無記名方式 
４．回収数： 11,298 人（回収率 61.7%） 

（１）性 別 【問 16】 

全　数（n=11,298）

男性
46.1%

女性
49.4%

無回答
4.5%

（％）

30代 40代 50代 60代

無回答

全　数 (n=11,298）

70代以上10～20代

10.5 10.4 12.2 19.2 21.0 24.7 2.2

１．回答者の属性 

（２）年 齢 【問 17】 
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２．震災発生当時の状況 

（１）震災発生当時の職業 【問 2(1)】 

（２）震災発生当時の有職者業種 【問 2(2)】 

（％）

農業・畜産業
漁業

有職者 (n=6,588）

　林業 その他

建設業 無回答運輸業

電気・ガス
卸・小売り・飲食、

サービス業

製造業

18.3 5.2 28.6 10.5 7.510.7

0.9 1.6

14.0

2.8

（％）

自営業 その他 無回答

全　数 (n=11,298）

無職
（退職者も含む）

学生
会社員
（労務） 公務員

会社員
（事務） 団体職員

パート・
アルバイト

16.2 6.8 20.1 

1.8 

3.3 10.4 

2.9 

5.3 30.4 2.7 

有職者 61.6% 
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（％）

無回答

現在世帯
主・代表者

(n=5,149) #REF!

計４か所に分かれて
避難している

計２か所に分かれて
避難している

計３か所に分かれて
避難している

世帯でまとまって
避難している

42.3 31.8 11.4 3.5 11.1

（％）

福島県
東北

（福島以外）
関東 その他 無回答

全　数 (n=11,298) 70.6 4.4 18.9 4.9 1.1

３．現在の状況 

（１）現在の避難先 【問 3】 

（２）現在の避難状況 【問 22(3)】 

≪都道府県≫ 

≪県内市町村≫ 

（％）

その他

いわき市 南相馬市二本松市
相馬市

本宮市
桑折町

県内避難者 (n=7,982)

郡山市

福島市

11.014.9 6.7 18.6 25.7

2.9

10.5 6.1

3.6
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（％）

全　数 (n=11,298）

その他 無回答

仮設住宅

借り上げ住宅、公営
住宅、公務員宿舎
    （家賃無償）

実家、親戚、
知人宅

自己所有
（持ち家）

社宅等、勤務
先から貸与さ
れている住宅

民間賃貸、公営住宅
（家賃有償、賠償対
象）

22.8 55.6 9.8

2.4

3.3 3.7

1.2 1.2

（４）現在の職業（就業形態） 【問 2(1)・問 5-1(1)】 

（３）現在の住居種別 【問 4(1)】 

≪住宅の建て方（仮設住宅を除く）問 4(2)≫ 

（％）

一戸建て その他 無回答

仮設住宅以外 (n=8,592)

集合住宅（マンション）

集合住宅（長屋・アパート）

28.1 41.1 26.1 

1.4 

3.3 

（％）

公務員

自営業 学生
無回答

震災発生当時 (n=11,298)

現 在 (n=11,298)

自営業（休業中）

自営業（継続中もしくは再開済）

団体職員

パート・
アルバイト

無職
 （退職者も含む）

会社員
（労務）

会社員
（事務）

その他

16.2 

3.4 

5.7 

6.8 

4.5 

20.1 

11.8 

1.8 

1.2 

3.3 

3.0 

10.4 

5.9 

2.9 

2.6 

5.3 

4.3 

30.4 

54.2 

2.7 

3.4 

有職者 61.6% 

有職者 38.1% 
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自営業（休業中）・無職者（n=6,768）

職を探している
17.0%

職を探していない
59.9%

無回答
23.2%

（５）現在と震災発生当時の勤め先の相違 【問 5-2】 

（６）現在の求職状況 【問 5-3】 

≪職を探していないもっとも大きな理由 問 5-4≫ 

 

自営業以外の有職者（n=3,277）

無回答
13.5%

違う
32.7%

同じ
53.7%

（％）

非求職者 (n=4,052）

事業再開の見込みがあるから

当面賠償金で生活できるから

その他

震災前から仕事についてい
ない（退職など）から、専業
主婦だから

避難期間中に、現住地もしくは新たな
地で事業を開始する予定だから

震災を機に仕事から離れた
（退職など）から

希望する職場がないから

元の地域・職場に戻る予定だ
から

無回答

7.9 17.2 23.2 5.05.2

1.7

1.9 2.4 35.4
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居住する 居住しない
現時点では判断で
きない 無回答

（％）

全　数 (n=11,298)

１０－２０代 (n=1,185)

３０代 (n=1,172)

４０代 (n=1,373)

５０代 (n=2,167)

６０代 (n=2,368)

７０代以上 (n=2,790)

19.5 

9.1 

10.7 

13.5 

19.6 

24.2 

26.7 

30.3 

49.0 

43.6 

37.1 

28.7 

24.3 

20.9 

47.6 

41.1 

45.2 

49.2 

50.9 

49.7 

46.2 

2.7 

0.8 

0.5 

0.2 

0.8 

1.8 

6.1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．町外コミュニティへの居住意向 

（２）町外コミュニティ居住時期 【問 6-3】 

（１）町外コミュニティへの居住意向 【問 6-1】 

（％）

１年以内 ２年以内 ３年以内 ５年以内 その他 無回答

町外コミュニティへの
居住意向者・
まだ判断できない者

(n=7,579) 15.0 26.2 21.4 17.9 9.4 10.0 

※「まだ判断できない者」は、「もし町外コミュニティ移り住むとした場合」を想定して回答。以下同様。 
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（％）

本宮市

相馬市 無回答

町外コミュニティへの
居住意向者・
まだ判断できない者

(n=7,579) 0.0

その他

南相馬市いわき市 郡山市

桑折町

福島市

二本松市

32.5 24.6 8.6 6.6 6.5 3.7 

2.1 0.8 1.7 

12.9 

（３）町外コミュニティの設置希望地域 【問 6-4 複数回答、 問 6-5】 

≪最も居住したい（してもよい）市町村  問 6-5≫ 

町外コミュニティへの居住意向者・まだ判断できない者（n=7,579)

いわき市

南相馬市

福島市

郡山市

二本松市

相馬市

本宮市

桑折町

その他

無回答

50.7 

43.1 

18.5 

16.0 

15.4 

13.0 

6.4 

1.7 

5.6 

4.3 

0 25 50 75 100
(％)
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（４）町外コミュニティの災害公営住宅への入居単位 【問 6-6,問 6-7】 

（５）町外コミュニティ居住のために必要なこと 【問 6-8 複数回答】 

≪町外コミュニティに整備される災害公営住宅への入居者についての考え 問 6-6≫ 

≪町外コミュニティに整備される災害公営住宅への入居希望単位 問 6-7≫ 

（％）

行政区 親族 その他

町外コミュニティへの
居住意向者・
まだ判断できない者

(n=7,579）

特になし
（気にしな

い）

無回答仮設住宅の自治会

震災前の隣組
友人・知人な

ど

23.5 13.0 8.5 

2.2 

9.3 36.6 

1.3 

5.8 

町外コミュニティへの居住意向者・まだ判断をできない者(n=7,579)

希望する住居形態（一戸建て、集合住宅など）
に入居できること

希望する地域であること

少しでも早く新たな住居に入居できること

希望する単位（行政区、震災前の隣組、自治
会単位等）で災害公営住宅に入居できること

近隣に雇用・就労の場があること

ペットと暮らせる環境が整備されること

近隣に子どもの教育環境が整備されること

その他

無回答

59.5 

57.5 

34.9 

30.0 

29.5 

21.5 

18.2 

4.0 

7.0 

0 25 50 75 100

(％)

（％）

その他 無回答

町外コミュニティへの
居住意向者・
まだ判断できない者

(n=7,579)

大部分は浪江町の住民だ
が、一部、他の市町村の
住民がいてもかまわない

浪江町の住民だけで居住
したい

特に考えはない（気にしない）

23.7 29.9 38.6 

2.1 

5.8 
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 町外コミュニティへの居住意向者・まだ判断できない者(n=7,579)

医療

商店・スーパーなどの商業施設

介護・福祉

役場出張所

雇用・就労の場

教育（学校）

公民館など住民が集まれる場

その他

無回答

85.3 

78.7 

52.0 

50.1 

42.3 

29.9 

25.9 

2.6 

5.6 

0 25 50 75 100
(％)

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）町外コミュニティに求めるもの【問 6-9 複数回答】 
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（８）町外コミュニティに居住しない理由 【問 6-10】 

（％）

無回答

今の場所で継
続して住みた

いから

その他

町外コミュニ
ティへの非居
住意向者

(n=3,419）

町外コミュニティでは、

自分が希望するよう

な居住環境が

期待できないから

子どもの学校の問題

（転校等）があるから

ふるさとでの生活再開ま

で、または新たな生活拠点

を見出すまで、自分で決め

たところに住みたいから

通勤が不便になるか

ら、もしくは通勤でき

なくなるから

33.3 18.0 9.8 8.5 16.4 8.7 5.3

（７）町外コミュニティ居住を判断できない理由 【問 6-2 複数回答】 

町外コミュニティへの居住を
まだ判断できない者 (n=5,375)

災害公営住宅がどのような建て方（集合住宅
／戸建て）、間取りになるかわからないから

「町外コミュニティ」周辺の生活環境（学校、
医療、商業施設等）がわからないから

「町外コミュニティ」が、３市内のどこの地区に
設けられるかわからないから

浪江町に帰町できる時期が不透明だから

「町外コミュニティ」にいつから移れるか
わからないから

受けとれる賠償の金額がわからないから

整備される災害公営住宅に、どのような
人たちと入居するのかわからないから

災害公営住宅に係る家賃等が
わからないから

その他

無回答

49.0 

47.4 

40.3 

40.3 

36.2 

34.5 

31.6 

28.7 

17.5 

1.9 

0 25 50 75 100
(％)
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 町外コミュニティに居住しない者のうち、今の場所
に継続して住みたい者を除く（n=2,102）

現在住んでい

る市町村と同

じ

49.8%

他の市町村へ

の転居を予定

42.5%

無回答

7.8%

（９）町外コミュニティに居住しない者のこれからの居住希望市町村 【問 6-11】 

いわき市

南相馬市

郡山市

福島市

相馬市

本宮市

二本松市

桑折町

県内その他

県外

決まっていない

無回答

16.7

9.9

7.4

6.2

3.9

1.6

0.9

0.1

6.8

28.3

31.1

2.1

14.1

7.7

5.2

3.9

2.1

0.8

0.3

-

4.8

25.3

31.1

4.6

0 25 50 75 100
(％)

転居予定市町村（複数回答）（n=893）

最も居住したい市町村（単数回答）

転居を希望する自治体【問6-12 複数回答】
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（10）町外コミュニティに居住しない者のうち、他の市町村への転居を 

予定している者のその時期 【問 6-14、問 6-15】 

(%) (%) (%) (%) (%) (%) （％）

無回答

(n=893)

町外コミュニティに
入居しない者のう
ち他の市町村へ
の転居予定者

５年より先

時期は未定半年以内 ２年以内

１年以内

５年以内

３年以内

15.1 12.3 14.9 7.7 4.3 

1.1 

39.0 5.6 

≪転居時期をまだ決めていない者の移転を判断する段階 問 6-15≫ 

転居時期が未定の者(n=348)

受領する賠償額が確定した段階

希望する転居先での住宅が確保でき
た段階

職が決まった段階

希望する転居先での家族または自分
の学校の転入などの目途が立った段

階

その他

無回答

51.7 

49.1 

18.4 

15.2 

13.5 

0.9 

0 25 50 75 100
(％)
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（11）町外コミュニティに居住しない者が今後居住を希望する地域  

町外コミュニティに居住しない者(n=3,419)

いわき市

福島市

郡山市

南相馬市

二本松市

相馬市

本宮市

桑折町

県内その他

県外

決まっていない

無回答

12.2 

11.7 

8.2 

3.9 

2.3 

1.5 

1.4 

0.6 

6.6 

31.8 

8.1 

11.6 

0 10 20 30 40 50
(％)
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全　数（n=11,298）

考えている
43.5%

考えていない
（今の住居で

引き続き生活）
51.9%

無回答
4.5%

（１）避難期間中の転居予定 【問 7-1】 

５．避難期間中の住まい意向 

≪避難期間中に希望する住居形態・建て方 問 7-2≫ 
（％）

その他

無回答

現在住居か
らの転居意
向者

(n=4,919）

自己所有（持ち家）

社宅等・勤務先から
貸与されている住宅

民間賃貸

実家・親戚・
友人宅

公営住宅（災害公営
住宅含む）

28.8 43.0

1.0

20.1

1.6 2.4

3.1

その他

一戸建て 無回答

(n=4,919)

集合住宅
（マンション）

現在住居か
らの転居意
向者

 集合住宅（長屋・アパート）

74.2 9.6 10.2 

1.0 

5.0 
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（１）「安心」に関する取り組み 【問 9(1)】 

（２）「インフラ・生活」に関して必要なもの 【問 9(2) 複数回答】 

６．浪江町の復旧・復興 

（％）

その他 無回答

　最初に取り組んで
ほしいもの

(n=11,298)

２番目に取り組んで
ほしいもの

(n=11,298)

３番目に取り組んで
ほしいもの

(n=11,298)

放射線量を許容できる
範囲まで低下させるこ
と

原子力発電所の安全性
が確保されること

水道水等の生活用水が安全で
あることが確認されること

30.4

12.0

24.5

18.4

21.9

39.5

22.2

28.0

37.6 36.7 18.1

2.0

1.0

2.0

5.7

全　数(n=11,298)

医療機関（病院、診療所）が整備されること

町内に商店、スーパーなどの商業施設が
再開すること

広域交通道路（国道、主要県道等）が整備さ
れること

浪江町もしくは浪江町から通勤できる範囲で
雇用が確保されること

災害公営住宅が整備されること

他の住民がある程度戻ること

JR常磐線が整備されること

介護・福祉サービスが確保されること

学校が再開されること

その他

無回答

56.9

46.2

34.0

25.4

22.3

20.5

17.2

15.9

11.3

2.2

7.8

0 25 50 75 100
(％)
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（１）避難指示解除後の帰還意向  【問 10】 

７．帰還意向 

≪帰還意向あり 39.2％≫ 

帰還意向のある者(n=4,427)

上下水道などのライフラインの復旧時期の目途

医療機関（病院、診療所）の整備・再開時期の
目途

福島第一原子力発電所の安全性の確保

商店、スーパーなどの生活に必要な商業施設
の再開の目途

受領する賠償額の確定

放射線量の低下の目途

どの程度の住民が戻るかの情報

JR常磐線、バスなどの運行開始の目途

企業の事業再開などにより雇用の場が確保さ
れる目途

介護、福祉サービスの提供開始時期の目途

町内低線量地区への災害公営住宅の整備の
目途

学校などの教育施設の復旧・再開時期の目途

その他

無回答

44.1 

41.3 

37.4 

30.3 

30.1 

20.9 

9.6 

7.3 

6.8 

6.8 

3.4 

3.3 

1.5 

17.7 

0 50 100

(％)

帰還にあたって最も重視したい条件【問12-2 複数回答】

（％）

無回答

全　数 (n=11,298）

条件が整えば浪
江町に帰りたい

しばらくは二地域居住
（町とその他の地域との
行き来）を考えている

まだ判断がつかない

自宅に帰れるのであれ
ば、条件が整いさえすれ
ば帰りたい

自宅に帰れ
るのであれ
ば、解除後
すぐ帰りた
い

解除後すぐ
に浪江町に
帰りたい

浪江町には戻らな
いと決めている

2.3 

4.2 

2.6 

13.2 16.9 29.4 27.6 3.8 
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≪判断がつかない者の帰還に必要な条件≫ 

まだ判断できない者(n=3,325)

福島第一原子力発電所の安全性の確保

医療機関（病院、診療所）の整備・再開時期の
目途

上下水道などのライフラインの復旧時期の目途

受領する賠償額の確定

放射線量の低下の目途

商店、スーパーなどの生活に必要な商業施設
の再開の目途

企業の事業再開などにより雇用の場が確保さ
れる目途

どの程度の住民が戻るかの情報

学校などの教育施設の復旧・再開時期の目途

JR常磐線、バスなどの運行開始の目途

介護、福祉サービスの提供開始時期の目途

町内低線量地区への災害公営住宅の整備の
目途

その他

無回答

50.5 

38.8 

35.7 

34.2 

31.2 

23.8 

13.9 

12.2 

6.8 

6.5 

6.5 

5.1 

4.3 

7.9 

0 50 100

(％)

帰還にあたって最も重視したい条件【問12-2 複数回答】
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（２）浪江町に戻らない理由 【問 13 複数回答】 

戻らないと決めている者(n=3,115)

放射線量に対する不安が
あるから

原子力発電所の安全性に
不安があるから

家が汚損、劣化し、
住める状況ではないから

医療環境に不安があるから

生活に必要な商業施設などが
元に戻りそうにないから

浪江町に戻っても仕事が
なさそうだから

他の住民が戻りそうに
ないから

町外への移動交通が
不便だから

介護・福祉サービスに不安が
あるから

浪江町内での教育環境に
不安があるから

今の環境で子どもの教育を
継続させたいから

避難先で仕事を見つけて
いるから

農林畜産、漁業を営むことが
できそうにないから

その他

無回答

75.3 

66.5 

63.8 

54.8 

52.1 

35.6 

35.5 

33.8 

30.8 

23.6 

19.5 

14.1 

7.5 

12.1 

2.3 

0 25 50 75 100

(％)
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（４）浪江町に帰還しない場合に求める行政支援の内容 【問 14 複数回答】 

戻らないと決めている者(n=3,115)

賠償に関する支援

継続的な健康管理の支援

浪江町からの継続的な情報提供

住居の確保の支援

仮設住宅、借り上げ住宅利用期
間の確保

仕事のあっせん

その他

無回答

82.4 

57.0 

56.9 

54.7 

51.3 

13.0 

3.5 

3.2 

0 25 50 75 100

(％)

（３）浪江町への帰還時期 【問 11】 

（％）

３年以内 ５年以内 １０年以内 １０年以上 その他 無回答

帰還意向者 (n=4,427) 35.3 35.8 12.0 5.8 6.5 4.6


